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霜の被害から農作物を守る

　農作物を霜の被害から守るため、関係機関と連携し対策技術の
指導や関連情報の提供などをする町防霜対策本部は 4 月 15 日、
町役場農林課に設置されました。役場正面玄関で行われた看板の
掲額式では、前後公町長が「１年間の農作業が安全に行われ、無
事、実り多い秋を迎えられるよう祈ります」とあいさつ。古川俊
裕ＪＡあいづ猪苗代地区統括支店長と共に看板を掲げました。対
策本部の設置期間は 5 月末までの約１月半です。

町農林課内に防霜対策本部を設置

看板を設置する前後町長と古川統括支店長（右）

優秀な自衛官確保のために

　町と自衛隊福島地方協力本部による自衛官募集相談員の委嘱状
交付式は４月 15 日、町役場で行われました。式では前後公町長
と自衛隊福島地方協力本部の杉高弘副本部長が３人の相談員に委
嘱状を手渡し、自衛官志願者に関する情報提供や自衛官募集の広
報に対する支援をお願いしました。委嘱を受けた皆さんは次のと
おりです。（かっこ内は行政区）
　長沼則男さん（四ツ谷）、小林隆一さん（祢次）、渡部昭さん（金曲）

雨が降る中、熱心に清掃活動に取り組むメンバーたち

自衛官募集相談員に委嘱状を交付

桜まつり前に公園をきれいに

　本町５区青年部の有志でつくる「除夜の鐘つき実行委員会」は
４月 11 日、亀ケ城公園の清掃活動を実施しました。除夜の鐘つ
きの際に出た炭の燃えかすなどのごみを拾おうと、雪解けを待っ
て実施したものです。当日は、同会のメンバー 12 人が参加。渡
部大介実行委員長は「５月にはさくら祭りが開かれるので、訪れ
た皆さんに気持ちよく過ごしてもらうため、少しでもきれいにし
たい」とメンバーたちと共に熱心にごみを拾い集めていました。

右から前後町長、渡部さん、小林さん、長沼さん、杉副本部長

除夜の鐘つき実行委員会が清掃活動

納税への長年の協力に感謝

前後町長から感謝状を受ける大堀さん（左）

退任納税貯蓄組合長に感謝状贈呈

　町納税貯蓄組合永年在職（退職）者に対する表彰式は４月 15 日、
町役場で行われました。表彰は、町納税貯蓄組合長大会の席上で
行われ、長年にわたり組合長を務めた皆さんに、前後公町長から
感謝状とお礼の言葉が贈られました。感謝状を受けた皆さんは次
のとおりです。（敬称略。かっこ内は行政区）
　大堀和雄（酸川野）、棚木義雄（西舘）、佐藤正昭（伯父ケ倉）、鈴木
清孝（西舘）、佐藤和広（壺下）、神昭三郎（白津）、遠藤光幸（水沢）

地域を守る消防団員に辞令

　町消防団の辞令交付式は４月５日、町役場で行われ、192 人
の団員に辞令が交付されました。五十嵐正義団長は「町民の生命
と財産を守るという崇高な使命を全うできるよう、有事に備えて
日々鍛錬してほしい」とあいさつし、各分団の代表者に辞令を手
渡しました。新入団員 48 人を代表し、土屋嘉益さん（第４分団）
が「良心に従って消防の義務を遂行します」と宣誓、五十嵐団長
から消防団の法
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を受け取りました。

町消防団辞令交付式

五十嵐団長から法被を受け取る土屋さん（右）

児童の食農教育に役立てて

　ＪＡあいづは４月 20 日、町内６小学校の５年生 107 人に食
農教育補助教材「農業とわたしたちのくらし」を贈呈しました。
贈呈式は同日、町役場で行われ、岩橋直芳ＪＡあいづ代表理事専
務が「地元で作られた作物を好きになってほしい」とあいさつし、
児童代表の早川幸希さん（猪苗代小５年）と熊田あかねさん（同）
に教材を手渡しました。贈呈式には、同校の菊地康則校長と土屋
重憲教育長が同席しました。

保護者と横断歩道を渡るさくらこども園の園児たち

ＪＡあいづが町内の小学５年生に教材贈呈

親子らが交通安全について学ぶ

　新年度を迎え、町内の各幼稚園・こども園では保護者参観日に
合わせて、猪苗代警察署などによる交通安全教室が開かれました。
このうち、さくらこども園の交通安全教室は４月 24 日、同園で
開かれ、３～５歳児の園児と保護者が交通安全への理解を深めま
した。教室では、署員から説明を受けた後、園児と保護者らが園
周辺の道路に移動。署員と町交通指導員の指導を受けながら横断
歩道を渡るなどし、道路の安全な歩き方について学びました。

式に出席した（右から）岩橋専務、熊田さん、早川さんら

町内各幼稚園・こども園で交通安全教室

子どもたちの死亡率下げるため

前後町長から激励金を受ける阿部さん（左）

阿部文子さんが青年海外協力隊員としてネパールへ

　70 日間の訓練を経て、このほど青年海外協力隊員としてネパー
ルへと派遣された阿部文子さん（神明町）は３月 20 日、町役場を
訪れ、前後公町長に出発を報告しました。前後町長は「健康に留
意して頑張ってください」と阿部さんに激励金を手渡しました。
同国における阿部さんの役割は５歳未満児の死亡率を下げること
で、派遣期間は２年間です。阿部さんは「栄養士として働いた経
験を生かし、少しでも役に立ちたい」と話しました。
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